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従
っ
て
、
乙
期
の
一
期
（
昭
和
十
五
年
六
月
、
予
科
練

入
隊
、
以
後
は
予
科
の
文
字
を
略
す
）
を
飛
練
の
第
一
期

と
し
、
丙
飛
の
一
期
（
十
五
年
十
月
入
隊
）
は
飛
練
の
第

十
一
期
と
な
っ
た
。

甲
飛
九
期
（
十
六
年
十
月
、
入
隊
）
は
私
達
丙
飛
十
四

期
（
十
七
年
十
一
月
入
隊
）
と
共
に
飛
練
は
第
三
十
期
の

同
期
と
な
っ
た
。
鹿
島
空
の
入
隊
式
で
は
、
司
令
よ
り
同

時
に
任
命
を
受
け
た
。
丙
飛
十
七
期
の
飛
練
第
三
十
三
期

で
以
降
は
、
新
採
用
の
乙
飛
（
特
）
一
期
（
昭
和
十
八
年

四
月
入
隊
）
は
、
続
い
て
飛
練
の
第
三
十
四
期
。
甲
飛
十

一
期
（
十
七
年
十
月
三
重
空
入
隊
）
と
乙
飛
（
特
）
二
期

（
十
八
年
六
月
入
隊
）
は
飛
練
第
三
十
五
期
。
同
甲
飛
十

一
期
の
土
浦
空
へ
入
隊
者
は
飛
練
三
十
六
期
。
甲
飛
十
二

期
（
十
八
年
四
・
六
・
八
月
入
隊
）
と
乙
飛
十
七
期
（
昭

和
十
六
年
十
二
月
、
入
隊
）、
乙
飛
（
特
）
三
期
（
十
八

年
八
月
入
隊
）
は
共
に
飛
練
第
三
十
七
期
と
な
り
、
甲
飛

十
三
期
前
期
、
乙
飛
（
特
）
四
期
は
飛
練
の
第
三
十
八
期

と
な
っ
た
。

飛
練
第
三
十
八
期
の
頃
よ
り
、
戦
局
は
有
利
な
要
因
も

な
く
、
練
習
生
は
練
習
機
に
搭
乗
す
る
機
会
も
な
く
、
一

部
は
水
中
特
攻
要
員
な
ど
に
配
属
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は

「
翼
な
き
飛
行
練
習
生
」
と
呼
ば
れ
た
。

資
料
で
は
、
甲
飛
の
十
三
万
九
千
人
。
乙
飛
の
八
万
七

千
人
余
。
丙
飛
の
七
千
七
百
人
。
特
乙
飛
は
六
千
八
百
人

余
の
約
二
十
四
万
人
余
に
わ
た
る
予
科
練
出
身
者
は
、
若

く
し
て
海
軍
の
搭
乗
員
と
な
り
、
そ
の
多
く
は
特
攻
隊
員

と
し
て
そ
の
命
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、
大
空
で
痛
恨
の
闘

い
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

戦
争
の
悲
劇

戦
っ
た
人
々
の
現
在

山
形
県

石

川

吉
四
郎

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
十
二
月
、
寅
年
生
ま
れ
、

山
形
県
長
井
町
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
昭
和
十
五

（
一
九
四
〇
）
年
四
月
、
東
京
市
武
蔵
野
工
業
学
校
に
入

学
し
ま
し
た
。
同
十
六
年
三
月
十
日
に
昼
食
を
終
わ
り
、
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春
の
日
和
に
外
は
上
天
気
に
な
り
、
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
な

が
ら
休
ん
で
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
東
の
空
よ
り
爆
音
が
す

る
。
連
呼
し
て
空
を
見
上
げ
る
と
、
見
た
こ
と
も
な
い
飛

行
機
が
編
隊
を
組
ん
で
高
度
約
五
千
メ
ー
ト
ル
位
で
東
京

湾
方
面
か
ら
侵
入
し
て
来
ま
し
た
。

後
で
情
報
が
入
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
ア
メ
リ

カ
の
飛
行
機
（
双
発
の
Ｂ
25
軽
爆
機
）
だ
っ
た
そ
う
で
、

私
の
目
で
確
認
し
ま
し
た
。
約
十
機
編
隊
位
で
第
一
回
の

東
京
偵
察
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
何
回
と
な
く
来

て
、
第
二
回
、
第
三
回
と
飛
ん
だ
回
数
を
増
し
、
そ
の
年

に
軍
部
の
命
令
に
て
緊
急
に
学
徒
動
員
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
製
鋼
所
へ
派
遣
さ
せ
ら
れ
、
軍
需
工
場
へ
と
短
期

間
の
見
習
に
て
旋
盤
工
と
な
り
、
戦
車
製
造
の
方
へ
廻
さ

れ
ま
し
た
。
毎
日
々
々
戦
車
の
車
輪
作
り
に
捧
げ
た
も
の

で
し
た
。
日
曜
日
の
休
日
に
街
へ
外
出
し
て
歩
い
て
見
る

と
、
や
は
り
眼
に
つ
く
の
が
「
陸
軍
志
願
兵
募
集
、
何
年

生
ま
れ
」
ま
た
「
海
軍
少
年
航
空
兵
募
集
」
年
に
制
限
が

あ
り
、
ま
た
海
軍
志
願
兵
募
集
の
公
告
の
ビ
ラ
が
貼
っ
て

あ
る
の
が
目
立
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
年
の
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
と
う
と
う
忘
れ

ら
れ
な
い
日
が
遂
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の

同
年
兵
が
真
珠
湾
攻
撃
が
始
ま
っ
て
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
が
九
人
の
軍
神
で
、
靖
国
神
社
に
祀
ら
れ

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
点
で
戦
争
が
長
期
化
に
な
る

よ
う
な
気
配
も
あ
り
ま
し
た
。

私
も
十
七
年
に
試
験
場
が
三
鷹
で
あ
っ
た
よ
う
な
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
海
軍
を
志
願
し
、
天
皇
陛
下
の
御
為
、
御

国
の
為
に
滅
死
奉
公
が
で
き
る
な
ら
、
一
人
で
も
五
体
満

足
し
て
る
な
ら
、
誰
し
も
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
国
を
愛

さ
な
い
人
は
あ
り
得
な
い
筈
で
あ
る
。

そ
し
て
、
東
京
に
て
海
軍
志
願
で
受
験
し
て
、
衣
笠
の

第
二
武
山
海
兵
団
へ
入
団
し
ま
し
た
。
新
兵
教
育
も
終
了

し
、
横
須
賀
の
海
軍
工
機
学
校
を
生
徒
代
表
と
し
て
卒

業
、
左
腕
に
桜
の
マ
ー
ク
（
卒
業
の
証
明
）
を
戴
き
、
先

任
上
等
兵
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
横
須
賀
の
海
兵
団

に
戻
り
ま
し
た
が
、
ま
た
直
ぐ
に
茨
城
県
の
谷
田
部
海
軍

航
空
隊
付
に
命
ぜ
ら
れ
約
一
カ
月
間
位
滞
在
、
そ
の
後
、
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鎮
守
府
よ
り
赤
札
の
命
令
書
が
届
い
て
、
直
ち
に
横
浜
港

沖
に
停
泊
し
て
い
る
二
等
巡
洋
艦
「
五
十
鈴
」
乗
員
を
命

ぜ
ら
れ
、
直
ち
に
乗
艦
し
出
港
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
大
海
原
へ
と
、
東
シ
ナ
海
へ
、
東
へ
東
へ
と

右
前
方
に
一
隻
、
右
後
方
に
一
隻
、
左
前
方
に
一
隻
、
左

後
方
に
一
隻
と
、
左
右
に
四
隻
の
海
防
艦
を
付
け
て
警
戒

に
あ
た
り
、
我
が
巡
洋
艦
「
五
十
鈴
」
は
旗
艦
（
先
頭
）

に
な
っ
て
、
ラ
バ
ウ
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
激
戦
地
に
向

か
っ
て
戦
い
、
ま
た
移
動
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
島
に
向
け
直

行
す
る
。

途
中
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
軍
艦
と
空
か
ら
の
敵
攻
撃
機
と

遭
遇
、
我
が
艦
よ
り
も
、
ど
ん
ど
ん
砲
弾
を
飛
ば
す
が
一

向
に
届
か
ず
、
我
が
艦
だ
け
が
右
舷
側
、
左
舷
側
の
鉄
板

（
外
壁
）
に
銃
弾
で
穴
、
或
い
は
甲
板
（
デ
ッ
キ
）
に
敵

弾
の
穴
等
が
沢
山
開
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

甲
板
に
お
ら
れ
た
兵
科
の
士
官
、
兵
が
次
々
と
機
銃
掃

射
を
受
け
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
毛
布
に
包
ん
で
合
掌
し

て
海
中
へ
と
、
初
め
て
の
水
葬
で
、
本
当
に
心
が
痛
み
ま

し
た
。
ま
た
、
次
第
に
退
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ

等
、
ま
た
、
サ
イ
パ
ン
島
、
グ
ァ
ム
島
・
テ
ニ
ア
ン
島
で

は
朝
早
く
か
ら
日
が
暮
れ
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
攻
撃
機

の
攻
撃
ま
た
攻
撃
を
受
け
な
が
ら
沈
ま
な
い
で
戦
っ
て
き

た
の
で
す
。
そ
れ
に
私
は
機
関
兵
で
し
た
か
ら
船
底
に
何

時
間
も
い
る
の
で
、
甲
板
よ
り
の
伝
声
管
で
連
絡
を
受
け

た
り
、
し
た
り
だ
け
で
、
上
の
様
子
は
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
状
況
は
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
「
香
港
島
へ
上
陸
」
と
の
命
令
で
上
陸
し
た
時

に
は
上
等
下
士
官
よ
り
、
機
関
兵
は
「
人
間
魚
雷
艇
に
乗

る
ん
だ
」
と
命
令
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
知
っ
て
い
る
方

で
、
上
等
兵
曹
の
田
畠
さ
ん
と
い
う
方
が
、
敵
の
軍
艦
に

体
当
た
り
し
ま
し
た
。
敵
艦
は
平
気
で
沈
み
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
田
畠
さ
ん
は
戦
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
命
令
を
受
け
人
間
魚
雷
に
乗
り
込
む
べ
く
待
機
し

て
覚
悟
を
し
て
順
番
を
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、
魚
雷
艇
を

積
ん
だ
輸
送
船
が
途
中
で
沈
没
し
、
乗
る
べ
き
魚
雷
艇
が

到
着
せ
ず
、
待
機
待
ち
で
終
わ
っ
た
次
第
で
す
。
人
の

幸
・
不
幸
と
生
死
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
変
化
し
た
の
で

し
た
。
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私
も
真
珠
湾
攻
撃
し
た
方
と
同
じ
く
特
攻
隊
の
一
員
で

す
。
今
で
は
、
戦
没
者
に
対
す
る
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
我
々
や
戦
没
者
の
こ
と
を
心
豊
か
に
し
、
よ
く
理
解

し
て
頂
き
た
い
。
戦
争
と
い
う
も
の
は
危
険
地
域
勤
務
の

者
も
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
艦
隊
勤

務
の
者
も
当
然
、
海
へ
逃
亡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

我
々
軍
人
と
し
て
、
召
集
、
採
用
さ
れ
た
者
は
、
途
中

で
投
げ
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
さ
れ
て
気
持
ち
の

い
い
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
、
こ
の
償
い
は
誰

が
、
い
つ
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

最
初
の
恩
欠
者
は
全
国
で
二
百
万
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
毎
年
一
〇
％
位
ず
つ
減
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

一
刻
も
早
く
救
済
し
て
下
さ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

海
軍
戦
記

「
ラ
バ
ウ
ル
で
の
戦
火
」

愛
媛
県

渡

辺

福

松

私
は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
三
月
一
日
生
ま
れ
で

す
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
、
大
東
亜
戦
争
の
始
ま

る
前
で
す
が
、
既
に
支
那
事
変
（
日
中
戦
争
）
は
長
く
続

き
、
太
平
洋
の
雲
行
の
怪
し
く
な
っ
て
き
た
頃
で
す
。
私

は
、
昭
和
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
愛
媛
航
空
機
乗
員
養
成

所
の
職
員
と
し
て
勤
務
中
で
し
た
が
、
軍
国
日
本
の
若
者

と
し
て
一
日
も
早
く
志
願
せ
ね
ば
と
い
う
気
概
か
ら
、
昭

和
十
八
年
三
月
、
同
所
を
退
職
し
て
、
四
月
に
志
願
兵
と

し
て
佐
世
保
第
二
海
兵
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

当
時
、
私
の
家
族
は
両
親
と
兄
・
姉
が
お
り
、
私
は
次

男
で
、
家
業
は
農
業
で
し
た
。

入
団
以
来
約
二
カ
年
、
海
軍
の
厳
し
い
訓
練
に
明
け
暮
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